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様式2-3　提案内容
	提 案 内 容
1. 宇宙実験の目的・意義
1.1 目的
(1) 目的
(2) 背景・国内外の関連研究の現状
(3) 新規性・独創性・革新性
1.2 仮説およびその検証方法
1.3 意義・波及効果
(1) 科学・技術への貢献/長期宇宙滞在への貢献/地上社会への貢献
(2) 特許等の産業財産権取得の見込み
1.4 宇宙実験の必要性
2. 宇宙実験の方法と手順
2.1 宇宙実験装置
1□流体物理実験装置（FPEF）
　　 2□溶液結晶化観察装置（SCOF）
　　 3□タンパク質結晶生成装置（PCRF）
　　 4□温度勾配炉（GHF）
　　 5□細胞培養装置/クリーンベンチ（CBEF/CB）
　　　　□細胞供試体(CEU)、□植物供試体(PEU)、□計測供試体(MEU)

　　 6□水棲生物実験装置（AQH）
　　 7□多目的実験ラックを利用した小型実験
　　 8□提案者が持ち込む単独の小型装置による実験
　　 9□画像取得処理装置（IPU）
　　10□高精細度テレビジョンカメラ
　　11□軌道上冷凍冷蔵庫（MELFI）　　
　　12□蛍光顕微鏡
　　13□パーティクルカウンタ(クリーン清浄度モニタ)
　　14□ヒト対象実験機器あるいは生理学研究用機器
　　　　□ホルター心電計　□宇宙医学実験支援システム
　　15□受動積算型宇宙放射線線量計(PADLES)
　　16□実験支援副資材（LSE）（資材名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　17□その他
2.2 必要となる実験供試体・器具類
2.3 宇宙実験で必要な試料数量
2.4 宇宙実験の実験条件
2.5 試料の輸送条件・保管条件
2.6 必要な宇宙実験の期間
2.7 宇宙実験データの処理
3. 宇宙実験実施までの作業計画
3.1フライト候補段階での作業計画
3.2フライト準備段階での作業計画



「様式2-3提案内容」の作成要領
1.目的・意義
1.1 目的・内容
　(1)～(2)の各項目について、提案の前提となるようなデータ等を含めて具体的に記述してください。
　目的には、提案実験の重要性が理解されるように、実験によって何を明らかにしようとしているか、具体的な目的、検証項目を提示してください。
　背景・国内外の関連研究の現状には、科学的な背景や重要性を述べるだけでなく、実験の提案に至った地上レベルでの研究、過去の宇宙実験の結果などを引用しながら具体的に記述してください。
　
1.2 仮説およびその検証方法
　実験の目的を設定するときに立脚点とした作業仮説を記述してください。その作業仮説を導き出した過程、論拠とした実験結果や観察事実などを具体的に示してください。また、提案実験において仮説を検証するためにどのような実験手法を用いるか記述してください。
1.3 意義・波及効果
　この提案の目的達成が、どのような科学的成果の創出、科学技術への貢献が期待できるか、長期宇宙滞在実現につながる科学的成果が期待できるか、実用化など地上社会や産業に貢献する成果が期待できるかなど、周辺を含めた提案実験の位置づけを明確に記述してください。
1.4 宇宙実験の必要性
　宇宙実験の主要パラメータとして微小重力や宇宙放射線などの「宇宙環境」が取り込こんであり、かつ目的とする知見の獲得にはこれが必須であることが宇宙実験の必要性・妥当性の主張となります。他のアプローチでも獲得しようとする知見がえられるならば宇宙実験の必要性がありません。
2.宇宙実験の方法と手順
　この項目の記述にあたっては、『「きぼう」船内実験室ハンドブック』を必ず参照してください。特に、短期間(1～2年程度以内)で実施が可能であることを具体的に技術してください（方法論が既に確立し、地上での対照実験データも提示可能であることなど）。選定後の想定作業スケジュールも記述ください。
2.1 宇宙実験装置
　利用を希望する宇宙実験装置にチェックしてください。実験内容に応じて複数の装置を選択してください。
2.2 必要となる実験供試体・器具類
　供試体（実験用セル、カートリッジ、試料容器）や実験器具など必要な機器類全てを記入してください。　
　なお、多目的実験ラック内に実験系を構築する場合や提案者が持ち込む小型装置・器具での実験の場合は、その装置・器具類の内容がわかるように、その機能、性能、構造、大きさ等を示してください。また、開発を伴う場合には、何をどのように開発するかその開発計画を具体的に記述してください。
2.3 宇宙実験で必要な試料数量等
　宇宙実験では宇宙飛行士および宇宙ステーション内の環境などの安全性確保のため、実験試料、薬剤等に関しては毒性、危険性などの安全性評価が必要です。このため、実験に必要となる全ての試料、薬剤等について数量を定量的に記述してください。
· 試料の種類
生命科学：生物種名、使用株（遺伝子組換え体やミュータントを使用する場合、既に作成済みであるか否かを明示してください）、重量、age等、
物質科学：、物質名や物性等、
について具体的に記述してください。
· 使用する薬剤、トレーサー等について記述してください。
· 搭載実験に必要な試料数量（最低限必要な数量と至適数量）を記述してください。地上対照実験が必要であれば、その場合に要する試料数量についても記述してくだ
さい。
2.4 宇宙実験の手順と実験条件
　実験の目的を達成するための実験条件を記述してください。実験装置の運転条件、どのようなパラメータをどの範囲で動かすのか、宇宙実験に特有の制約事項（『「きぼう」船内実験室ハンドブック』参照）に留意して条件を設定してください。
· 開始から終了までステップ毎に個別に記述することが必要です。温度制御範囲、明暗サイクル等、実験実施に関する全パラメータの設定内容を定量的に記述してください。
· 各ステップで実行する操作内容を記述してください。
· 要求する各操作の実行時期について許容可能な範囲を含めて示してください。
・ 要求する各操作の頻度を示してください。
· 要求するクルータイム（1タスクあたりの時間、繰り返し回数）を示して下さい。
2.5 試料の輸送条件・保管条件
　打ち上げから回収までの試料の保存・保管条件について定量的に記述してください。
・　最悪の場合、打上後実験開始まで1年程度の待機があることを想定してください。
・ 打ち上げた試料の回収は無いことが原則ですが、回収を要する場合は、実験終了後1年以上軌道上で保管されることが想定されます。この保管期間中に試料に変性、劣化等がないかに留意して条件を設定してください。
2.6 必要な宇宙実験の期間
　微小重力の影響や宇宙放射線被曝の影響などが有意に検出できる必要最短期間および最適期間を記入してください。
2.7 宇宙実験データの処理
　試料の回収後に行う実験方法およびデータ処理の方法を記入してください。
3. 宇宙実験実施までの作業計画
3.1フライト候補段階での作業計画
· 宇宙宇宙実験での試料数量、パラメータ、実験手順、実験装置の運転条件を具体化するための作業計画を記述してください。
· 供試体（実験用セル、カートリッジ、試料容器）の開発を行う場合は、供試体の概要と開発計画を記述してください。民生品の搭載を希望される方は、該当品の仕様がわかるカタログ等を添付して下さい。
3.2フライト準備段階での作業計画
　宇宙実験に必要となる試料や供試体の準備および宇宙実験装置との適合性の確認等に必要な作業計画を記入してください。














































































































































































































































































